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特別損失の発生および平成26年３月期 

業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成26年３月期連結累計期間（平成25年４月1日～平成26年３月31日）において特別損失が発生いたしま

した。また、平成26年２月13日に公表いたしました平成26年３月期通期（平成25年４月１日～平成26年３月31

日）の通期業績予想値と本日公表の通期実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生について 

   減損損失 774百万円 

当社グループは、使用資産については管理会計上の区分に基づき、また、遊休資産等については個

別物件単位でグルーピングを行っております。 

減損損失を認識した資産は、長野県に配置されている凍豆腐製造に係る設備であり、収益性の低下に

より回収可能価額が帳簿価額を下回ったことから、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失として計上いたしました。 

 

２． 平成26年３月期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異 
 （平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想（Ａ） 10,000 △220 △180 △200 △21.84

今 回  実 績（Ｂ） 10,085 △262 △232 △1,027 △112.14

増   減   額（Ｂ－Ａ） 85 △42 △52 △827 － 

増   減   率（％） 0.9 － － － － 

（ご参考）前期実績 
（平成 25 年３月期） 

10,363 1 △29 △265 △29.03

＜差異の理由＞ 

売上高は消費税増税の影響もあり予想を上回りましたが、販売価格は予想を下回る状況で推移いたしま

した。売上原価につきましても予想以上の上昇となり営業利益、経常利益は前回発表予想数値を下回ること

となりました。また、連結決算日現在において凍豆腐事業の収益性の低下により減損損失を計上したため、

当期純損失は前回発表数値を大きく下回ることとなりました。 

以上 


